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18
年
度
概
算
要
求

　

２
０
１
８
年
度
予
算
の

概
算
要
求
は
今
回
も
総
額

百
兆
円
を
超
え
た
。
中
で

も
防
衛
費
は
総
額
５
兆
２

５
５
１
億
円
で
過
去
最

大
。
一
方
で
社
会
保
障
費

の
伸
び
は
６
３
０
０
億
円

に
抑
え
た
。
国
民
が
必
要

と
す
る
社
会
保
障
の
充
実

に
必
要
な
財
源
を
確
保
せ

ず
、「
削
減
あ
り
き
」
で

予
算
を
編
成
す
る
政
府
の

姿
勢
は
、
国
民
の
願
い
に

背
い
て
い
る
。

　

16
年
度
の
税
収
が
７
年

ぶ
り
に
減
り
、
歳
入
が
上

向
く
見
通
し
は
暗
い
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
防

衛
費
は
４
年
連
続
で
過
去

最
大
を
更
新
、
２
・
５
％

増
と
な
っ
た
。
大
幅
に
増

え
た
の
が
北
朝
鮮
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
へ
の
対
処
を
想

円
（
17
年
度
比
１
１
４
２

億
円
増
）
を
計
上
し
た
。

日
本
の
周
辺
地
域
の
緊
迫

情
勢
を
口
実
に
し
た
防
衛

予
算
の
膨
張
は
看
過
で
き

な
い
。

　

18
年
度
は
医
療
の
診
療

報
酬
と
介
護
報
酬
の
改
定

が
同
時
に
行
わ
れ
る
６
年

に
１
度
の
年
に
な
る
。
医

療
・
介
護
報
酬
は
患
者
や

利
用
者
に
提
供
す
る
医
療

と
介
護
の
質
と
量
を
決
め

る
。
15
年
６
月
に
閣
議
決

定
し
た
「
骨
太
方
針
」
に

沿
っ
て
、
社
会
保
障
費
の

伸
び
を
年
間
１
０
０
０
億

マ
イ
ナ
ス
改
定
で
捻
出

し
、
１
７
０
０
億
円
削

減
。
18
年
度
も
年
末
の
予

算
編
成
で
１
３
０
０
億
円

削
減
し
、
約
５
０
０
０
億

円
ま
で
圧
縮
す
る
方
針

だ
。「
自
然
増
分
」
は
高

齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩

に
よ
っ
て
必
然
的
に
増
え

方
を
見
直
せ
ば
、
社
会
保

障
財
源
は
増
や
せ
る
。
安

倍
政
権
は
〝
設
備
投
資
や

賃
金
ア
ッ
プ
〞
の
た
め
を

口
実
に
、
法
人
実
行
税
率

を
引
き
下
げ
て
き
た
。
政

権
発
足
時
の
37
・
０
％
か

ら
16
年
度
は
29
・
97
％
へ

７
・
03
ポ
イ
ン
ト
も
低

資
産
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の

富
の
一
極
集
中
が
進
む
。

　

財
政
難
を
理
由
に
社
会

保
障
費
を
削
る
一
方
で
、

防
衛
費
を
過
去
最
大
規
模

に
増
大
さ
せ
る
な
ど
、
安

倍
政
権
の
財
政
運
営
は
整

合
性
が
な
い
。
さ
ら
に
大

企
業
へ
の
減
税
を
進
め
な

が
ら
、
延
期
し
て
い
た
消

費
税
の
増
税
を
２
０
１
９

年
10
月
に
予
定
し
て
い

る
。
不
要
不
急
の
防
衛
費

や
大
型
公
共
事
業
に
メ
ス

を
入
れ
、
応
能
負
担
の
原

則
に
た
っ
た
税
制
へ
転
換

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
民
の
暮
ら
し
を
守
り
、

社
会
保
障
の
拡
充
を
進
め

る
政
治
へ
の
転
換
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
る
。

る
費
用
で
あ
り
、
そ
も
そ

も
削
減
の
余
地
は
な
い
。

「
削
減
あ
り
き
」
で
抑
制

す
れ
ば
、
患
者
・
利
用

者
、
医
療
・
介
護
従
事
者

へ
し
わ
寄
せ
が
来
る
こ
と

は
明
白
だ
。

　

税
金
の
集
め
方
と
使
い

下
。
大
企
業
の
内
部
留
保

が
16
年
度
は
４
０
３
兆
円

に
達
し
、
15
年
度
よ
り
17

・
６
兆
円
増
え
た
。
と
こ

ろ
が
、
労
働
者
の
実
質
賃

金
は
増
え
て
い
な
い
。
富

裕
層
上
位
40
人
の
資
産
が

全
世
帯
の
下
か
ら
半
分
の

円
以
上
削
減
し
た
結
果
、

患
者
や
利
用
者
の
負
担
増

が
繰
り
返
さ
れ
、「
医
療

・
介
護
難
民
」「
老
後
破

産
」「
介
護
離
職
」
を
生

み
出
し
た
。

　

２
年
前
の
改
定
で
は
自

然
増
抑
制
を
診
療
報
酬
の

社
会
保
障
「
削
減
あ
り
き
」
見
直
せ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
６
つ
の
歯
科
医
療
モ
デ
ル

第６回理事会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「 

最
先
端
の
む
し
歯
・
歯
周
病

予
防
を
要
求
す
る
会
」
理
事
長

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
コ
ー
ク
大
学

 

西　

真
紀
子

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歯
科
医
療
制
度

は
、
大
き
く
６
つ
に
分
類
さ
れ
る

﹇
１
﹈。
北
欧
モ
デ
ル
、
ベ
バ
リ
ッ
ジ

モ
デ
ル
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
、

ビ
ス
マ
ル
ク
モ
デ
ル
、
南
欧
モ
デ

ル
、
東
欧
モ
デ
ル
で
あ
る
（
図
）。Ｅ

Ｕ
が
統
合
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル

間
の
違
い
を
超
え
て
、
歯
科
専
門
家

の
就
業
が
可
能
な
の
に
も
関
わ
ら

ず
、
い
ま
だ
に
異
な
る
歯
科
医
療
制

度
が
連
立
し
て
い
る
。
現
在
、
住
ん

で
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
モ
デ
ル
）
と
比
べ
て
も
、
北
欧

モ
デ
ル
が
優
れ
て
い
る
の
は
、
人
々

の
口
腔
内
を
見
て
一
目
瞭
然
だ
が
、

同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
モ
デ
ル
の
違

い
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

一
般
市
民
は
不
公
平
を
感
じ
て
い
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
Ｅ
Ｕ
統
合
に
よ
っ

て
促
進
さ
れ
て
い
る
の
は
、
む
し

ろ
、
安
い
治
療
を
受
け
る
た
め
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
に
デ
ン
タ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
行
く
こ
と
の
よ
う
だ
。

５
つ
の
特
徴

５
つ
の
特
徴

　

北
欧
モ
デ
ル
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が

含
ま
れ
、
そ
の
特
徴
は
、
①
公
立
歯

科
サ
ー
ビ
ス
の
比
重
が
高
い
（
国

税
、
地
方
税
に
よ
る
固
定
給
）、
②

国
が
中
心
的
な
役
割
を
し
て
い
る
、

③
歯
科
保
健
部
長
（Chief Dental 

Officer

）
が
歯
科
医
師
で
あ
る
、
④

私
立
の
開
業
医
も
ほ
と
ん
ど
国
の
保

険
制
度
を
利
用
し
て
い
る
、
⑤
デ
ン

タ
ル
チ
ー
ム
（
歯
科
医
師
、
歯
科
衛

生
士
、
歯
科
助
手
、
歯
科
技
工
士
、

受
付
、
デ
ー
タ
管
理
な
ど
）
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
発
達
し
て
い
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

公
立
と
私
立
の
内
訳

公
立
と
私
立
の
内
訳

　

北
欧
モ
デ
ル
を
採
用
し
て
い
る
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
人
口
は
、
お
よ
そ
一

千
万
人
で
、
小
児
の
約
95
％
、
成
人

の
約
40
％
が
公
立
歯
科
医
院
を
訪
れ

て
い
る
﹇
２
﹈。
そ
の
他
の
人
々

は
、
私
立
の
開
業
歯
科
医
院
に
通
っ

て
い
る
。
就
業
歯
科
医
師
数
は
約
７

６
０
０
人
で
、
そ
の
う
ち
の
53
％
が

公
立
歯
科
医
院
に
勤
務
し
、
就
業
歯

科
衛
生
士
数
は
約
４
１
０
０
人
で
、

そ
の
う
ち
の
58
％
が
公
立
の
歯
科
医

院
に
勤
務
し
て
い
る
（
２
０
１
６
年 

Dr Ewa Ericson 

の
マ
ル
メ
大
学

に
お
け
る
講
演
よ
り
）。
都
市
よ
り

地
方
の
方
が
、
公
立
歯
科
医
院
の
割

合
が
高
い
。
ち
な
み
に
歯
科
衛
生
士

も
独
立
開
業
で
き
る
。
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定
し
た
「
ミ

サ
イ
ル
防

衛
」関
連
で
、

１
７
９
１
億

ハイブリッド
モデル

ハイブリッド
モデル

東欧モデル
（過渡期）
東欧モデル
（過渡期）

ベバリッジ
モデル

ベバリッジ
モデル
ビスマルク
モデル
ビスマルク
モデル

北欧モデル北欧モデル

南欧モデル南欧モデル

北欧モデルの特徴

北欧の
歯科医療
最前線

リポート

③

脱
原
発
に
「
賛
成
」
５
割

女
医
の
会

黒
崎
氏
が
講
演

国
境
な
き

医 

師 

団

脱原発について
２
０
１
６
年
度

２
０
１
６
年
度

会
員
意
見
調
査

会
員
意
見
調
査
10

無回答
1.4％
無回答
1.4％その他

0.7％
その他
0.7％

どちらとも
言えない　
33.3％

どちらとも
言えない　
33.3％

反対
14.5％
反対
14.5％

賛成
50.0％
賛成
50.0％

　

「
脱
原
発
」
に
つ
い
て
賛

否
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
賛

成
」
が
50
・
０
％
と
半
数
を

占
め
、「
反
対
」
の
14
・
５

％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
東

京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故

か
ら
６
年
が
過
ぎ
る
な
か
、

多
く
の
会
員
が
原
発
の
な
い

で
は
、
①
診
療
報
酬
を
技
術

料
を
中
心
に
、
医
科
・
歯
科

と
も
10
％
以
上
引
き
上
げ
る

こ
と
②
新
た
な
患
者
負
担
増

の
計
画
は
中
止
し
、
患
者
窓

口
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
│

│
の
２
点
を
要
請
す
る
。

　

懸
賞
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
「
ク

イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医

療
２
０
１
７
」
は
10
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
１
院
所
あ
た
り

30
枚
を
届
け
、
患
者
さ
ん
に

医
療
改
悪
の
内
容
や
歯
科
医

療
の
重
要
性
を
伝
え
、
署
名

協
力
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

24
日
投
開
票
の
堺
市
長
選

で
は
、
堺
・
高
石
・
和
泉
地

区
が
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡

充
や
国
保
料
引
き
下
げ
な
ど

の
実
績
が
あ
る
竹
山
お
さ
み

市
長
の
支
持
・
推
薦
を
決

め
、
総
務
会
、
理
事
会
で
も

地
区
の
決
定
を
承
認
。
会
員

へ
の
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

方
針
を
確
認
し
た
。

　

５
月
に
開
始
し
た
「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
」
請
願
署
名
は
11
月

中
に
３
万
筆
を
目
指
す
。
こ

れ
ま
で
に
、
１
万
２
千
筆
を

集
め
、
会
員
の
６
・
２
％
が

協
力
し
て
い
る
。
会
員
院
所

へ
の
訪
問
を
行
い
、
協
力
者

を
増
や
す
。

　

９
月
28
日
に
は
、
保
団
連

・
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を

全
国
連
絡
会
が
、「『
保
険
で

良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求

め
る
』
９
・
28
市
民
集
会
」

を
東
京
・
憲
政
記
念
会
館
で

開
く
。
協
会
は
30
人
の
参
加

を
目
指
し
、
機
関
紙
を
通
じ

て
会
員
・
家
族
・
ス
タ
ッ
フ

の
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

　

９
月
か
ら
始
め
た
「
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
と
患
者
窓

口
負
担
の
軽
減
を
求
め
る
医

師
・
歯
科
医
師
要
請
署
名
」

　

協
会
は
９
月
９
日
、
第
６

回
理
事
会
を
開
き
、
２
０
１

８
年
診
療
報
酬
引
き
上
げ
と

患
者
負
担
軽
減
を
実
現
す
る

た
め
の
請
願
署
名
・
会
員
署

名
・
ク
イ
ズ
ハ
ガ
キ
の
取
り

組
み
、
堺
市
長
選
挙
対
策
な

ど
を
提
起
し
、
当
面
の
運
動

が
あ
る
な
か
で
、
原
発
政
策

の
判
断
に
迷
う
姿
が
伺
え

た
。

　

協
会
は
、
①
「
原
発
ゼ
ロ

の
会
」
と
連
携
し
、
原
発
廃

止
・
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
を
め
ざ
す
②
原
発
事
故

や
廃
炉
の
処
理
費
を
国
民
に

し
わ
寄
せ
せ
ず
、
国
や
電
力

会
社
の
責
任
で
行
う
こ
と
を

求
め
る
―
―
こ
と
を
活
動
方

針
に
掲
げ
て
い
る
。

し
た
。
25
人
が
参
加
し
た
。

　

２
０
０
１
年
の
43
歳
か
ら

15
年
間
、
外
科
医
と
し
て
ス

リ
ラ
ン
カ
・
ソ
マ
リ
ア
・
シ

リ
ア
な
ど
で
活
動
し
た
経
験

を
語
っ
た
黒
崎
氏
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
内
戦
が
起

こ
る
と
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

で
患
者
が
ど
っ
と
運
ば
れ
、

テ
ン
ト
病
院
で
緊
急
処
置
を

行
い
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
な
っ
た

人
々
の
心
の
ケ
ア
な
ど
に
従

事
し
た
こ
と
や
、
ソ
マ
リ
ア

で
は
非
常
に
治
安
が
悪
く
、

「『
誰
に
も
知
ら
れ
ず
、
逃

げ
る
よ
う
に
』
と
緊
急
退
避

の
指
示
が
出
さ
れ
、
明
日
に

手
術
予
定
の
患
者
を
病
院
に

残
し
た
ま
ま
、
断
腸
の
思
い

で
立
ち
去
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
」
と
患
者
の
治
療
と
自

身
の
安
全
の
確
保
す
る
こ
と

の
間
で
苦
渋
の
選
択
を
し
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。

　

だ
れ
も
が
海
外
で
援
助
活

動
に
参
加
で
き
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
世
界
の
様
々
な
状

況
を
知
る
た
め
に
自
分
自
身

の
ア
ン
テ
ナ
を
増
や
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
る
。
何
よ

り
、
黒
崎
氏
の
お
人
柄
に
触

れ
、
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
た
一

日
に
な
っ
た
。

 

（
城
東
区
・
廣
西
賀
子
）

　

女
医
の
会
は
２
日
、
女
性

の
生
き
方
を
見
つ
め
る
講
習

会
を
開
き
、
国
境
な
き
医
師

団
で
活
動
し
た
外
科
医
の
黒

崎
伸
子
氏
（
写
真
）
が
講
演

社
会
を
望
ん
で
い
る
こ
と
が

鮮
明
に
な
っ
た
。
安
倍
政
権

は
原
発
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
づ
け

て
再
稼
働
を
進
め
て
お
り
、

会
員
の
願
い
と
大
き
く
乖
離

し
て
い
る
。

　

一
方
で
、「
ど
ち
ら
と
も

言
え
な
い
」
と
の
回
答
が
33

・
３
％
あ
っ
た
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
や
〝
核

の
ご
み
〞
問
題
な
ど
の
課
題

2018年診療報酬引き上げへ
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